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本
年
も
御み
ぐ
し
さ
い

櫛
祭
が
間
近
で
す
。
祭
り

は
ス
サ
ノ
オ
大
神
を
祀
る
ご
本
殿
で
奉

仕
さ
れ
ま
す
が
、
途
中
こ
の
ご
本
殿
か

ら
脇
に
鎮
座
の
摂
社
の
イ
ナ
ダ
姫
を
祀

る
稲
田
神
社
へ
御
櫛
（
神
櫛
）
を
お
供

え
す
る
特
殊
神
事
が
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
祭
り
は
出
雲
神
話
の
「
ス
サ
ノ

オ
大
神
が
八
岐
大
蛇
を
退
治
さ
れ
る
際
、

イ
ナ
ダ
姫
を
御
櫛
に
変へ
ん
げ化
さ
せ
て
自
ら

の
髪
に
刺
し
、ご
結
婚
な
さ
っ
た
」（
古

事
記
）
と
い
う
伝
承
に
因
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
当
社
で
は
、
そ
の
大
元
の
神

話
は
神
話
と
し
て
現
在
“
ス
サ
ノ
オ
大

神
が
八
岐
大
蛇
を
退
治
さ
れ
た
時
、
イ

ナ
ダ
姫
と
の
ご
結
婚
を
前
に
御
櫛
を
結

納
の
シ
ル
シ
と
し
て
贈
ら
れ
た
”
と
解

釈
し
、
祭
り
は
ご
結
婚
を
奉
祝
す
る
も
、

結
納
と
し
て
御
櫛
を
奉
献
す
る
カ
タ
チ

で
扱
い
、
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
神
話
の
新
し
い
解
釈
は
、
歴
史

的
に
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の

か
と
思
い
ま
す
。

当
社
に
残
る
資
料
を
調
べ
て
み
ま
す

と
、
先
ず
御
櫛
祭
の
初
見
は
明
治
初
期

で
あ
り
、
明
確
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
資

料
の
祭
典
集
綴
り
・
御
櫛
祭
祝
詞
に「
御

婚
坐
る
故
事
以
て
」
と
あ
り
、
そ
の
祝

詞
解
説
に
は
「
ス
サ
ノ
オ
大
神
の
御
代

に
后
稲
田
姫
と
ご
結
婚
の
際
、
自
ら
御

櫛
を
つ
く
り
授
け
ら
れ
た
故
事
に
よ
り
、

御
櫛
を
摂
社
稲
田
神
社
へ
献
じ
結●

●婚
を

奉
祝
す
る
祭
事
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
か
ら
時
を
隔
て
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
の
当
社
由
緒
書
に
は
「
ス

サ
ノ
オ
大
神
が
簸
川
上
で
大
蛇
を
平
ら

げ
ら
れ
た
時
、
イ
ナ
ダ
姫
に
結●

●納
と
し

て
御
櫛
を
授
け
ら
れ
、
ご
結
婚
あ
そ
ば

さ
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

少
な
い
資
料
で
す
が
こ
れ
か
ら
考
え

ま
す
と
、
ど
う
も
そ
の
変
化
の
時
期
は

明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
間
と
い
え

そ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
変
化
を
見
せ

た
理
由
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
敢

え
て
想
像
を
逞
し
く
し
ま
す
と
、
当
時

の
世
の
結
納
事
情
、
即
ち
結
婚
前
に
婚

約
の
シ
ル
シ
を
贈
る
慣
習
と
重
な
り
、

そ
こ
か
ら
祭
り
で
御
櫛
を
贈
る
こ
と

が
“
結
納
”
と
変
じ
て
い
っ
た
よ
う
に

思
え
ま
す
。
今
日
の
こ
の
祭
り
の
意
味

解
釈
は
こ
こ
か
ら
続
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
結
納
と
は
、
我
が
国

で
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
結
婚
を
確
約
し

結
婚
生
活
の
準
備
の
資
金
や
織
物
、
酒

肴
等
の
品
物
を
取
り
交
わ
す
も
の
で
す
。

こ
の
祭
り
の
結
納
と
い
う
解
釈
は
、
当

時
の
我
が
国
伝
統
の
結
婚
観
や
明
治
期

に
入
り
広
く
知
ら
れ
て
き
た
指
輪
を
贈

る
西
洋
の
結
婚
観
等
、
こ
れ
ら
の
影
響

下
で
次
第
に
考
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

御
櫛
祭
を
前
に
、
あ
れ
こ
れ
と
こ
の

祭
り
に
つ
い
て
歴
史
を
中
心
に
考
え
て

み
ま
し
た
。
私
達
は
ス
サ
ノ
オ
大
神
と

イ
ナ
ダ
姫
が
ご
結
婚
に
な
り
二
柱
で
常

に
世
の
幸
栄
え
に
奉
仕
さ
れ
る
お
姿
を

拝
し
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
各
自
の
道
を
精

一
杯
歩
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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ご
祈
念
の
ご
案
内

　

生
命
を
与
え
て
下
さ
っ
て
日
々
ご
守

護
を
戴
い
て
い
る
大
神
さ
ま
へ
感
謝
の

心
を
さ
さ
げ
、
更
に
新
し
い
生
命
力
・

御
霊
力
を
戴
き
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
く
現
代
社
会
を
心
惑
う
こ
と
な

く
正
し
く
生
き
ぬ
い
て
い
く
こ
と
が
出

来
ま
す
よ
う
に
、
春
の
お
お
み
ま
つ
り

に
ご
祈
念
の
お
取
次
ぎ
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

（
一
つ
の
願
い
ご
と
に
つ
き
五
、
〇

　
　

〇
〇
円
以
上
で
す
）

一
、
願
い
ご
と

　
　

家
内
安
全
。
商
売
繁
昌
。
良
縁
。

　
　

会
社
発
展
。
従
業
員
安
全
。
厄
除
。

　
　

交
通
安
全
。
五
穀
豊
穣
。
安
産
。

病
気
平
癒
。
進
学
成
就
。
諸
願
成

就
。
海
上
安
全
。
大
漁
満
足
。
そ

の
他
ご
希
望
の
願
い
ご
と
。

一
、
ご
祈
念
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
同

封
の
振
替
用
紙
に
、
ご
住
所
、
ご

氏
名
、
ご
年
令
、
ご
祈
念
料
を
明

記
し
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

一
、
ご
祈
念
を
し
た
お
守
は
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
又
ご
参
拝
の
際
は
受

付
所
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

尚
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
又
ご
希
望

の
日
、
何
時
で
も
受
付
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
当
社
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

一
、
ご
祈
念
料
　
伍
千
円
以
上

春
の
み
ま
つ
り
・
御
櫛
祭
四
月
十
三
日（
月
曜
日
）午
前
十
時
。
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熊
野
大
社
崇
敬
会

入
会
の
お
す
す
め

　

熊
野
大
神
の
御
神
徳
を
奉
戴
し
、

敬
神
崇
祖
の
誠
を
致
し
健
全
な
る

国
民
精
神
の
高
揚
に
努
め
広
く
国

家
社
会
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
を
目

的
と
し
、
そ
の
達
成
の
た
め

①
熊
野
大
神
の
御
神
徳
発
揚
の

為
祭
典
、
神
事
、
行
事
及
び

諸
建
宇
整
備
と
保
持
に
奉
賛
。

②
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
る
為

機
関
紙
を
発
行
。

③
必
要
と
す
る
事
業
を
行
う
。

一
、
会
費

個
人
会
費（
年
額
）参
千
円
以
上

団
体
会
費（
年
額
）五
千
円
以
上

一
、
待
遇

イ
会
員
誕
生
日
は
健
康
と
繁
栄

和
楽
を
祈
願
、
日
供
祭
は
全

会
員
の
安
寧
を
祈
願
し
ま
す
。

ロ
春
秋
大
祭
に
ご
案
内
し
ま
す
。

ハ
新
春
神
迎
の「
御
神
符
」「
干

支
の
絵
馬
」を
お
届
け
し
ま

す
。

ニ
会
員
章
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
野
大
神
さ
ま
か
ら
幸
福
の
ご

縁
が
戴
か
れ
ま
す
よ
う
ご
入
会
の

ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
の
方
々
へ
の
ご
勧

誘
を
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年
祝
年
祭
の
式
典
を
、
令

和
二
年
一
月
十
九
日
に
無
事
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
熊
野
大
社

の
関
係
者
様
、
並
び
に
熊
野
地
区
の

皆
様
方
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
を
、
世
話
人
会
代
表
と
い
た
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
祝
年
祭
は
、
熊
野
地
区
の

諸
先
輩
方
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が

れ
、
八
十
有
余
年
の
歴
史
を
刻
ん
で

き
た
崇
高
な
式
典
の
一
つ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
式
典
の
代
表
と
い
う
大
役

を
お
引
き
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
そ
の
重
責
が
想
像
以
上
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
式
典
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

後
を
追
っ
て
感
じ
る
次
第
で
あ
り
ま

し
た
。
式
典
に
向
け
た
準
備
は
苦
労

も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
安
堵
感
と
、

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
と
充
実
感
を
、
日

を
追
う
ご
と
に
感
じ
て
い
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

祝
年
祭
の
世
話
人
は
、
同
世
代
で

八
名
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
都
合
も
あ
る
中
で
、
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
を
実
施
し
、
全
員
で
協
力

し
て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
祝
年
祭
を
通
じ
て
、
世
話
人
同

士
で
の
絆
が
で
き
た
こ
と
も
、
こ
の

行
事
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
改
め

て
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

式
典
当
日
は
、
お
陰
様
で
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
祝
い
年
の
方
、
計

百
二
十
名
の
御
祈
念
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
至
ら
ぬ
点
が
あ
り
ま
し
た

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
代
表
と
し

て
反
省
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
が
、
式
典
全
体
が
無
事
に

執
り
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

世
話
人
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、

役
割
で
責
任
を
持
ち
取
り
組
め
た
た

め
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
前
年
の
世
話
人
会
の
方
々
か
ら

の
ご
助
言
や
、
準
備
や
当
日
の
受
付

の
ご
協
力
を
頂
い
た
次
の
代
の
方
々

に
も
紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

少
し
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
祝
年

祭
の
後
に
、
天
狗
山
に
登
り
ま
し
た
。

こ
の
天
狗
山
の
頂
上
よ
り
少
し
下
の

所
に
昔
の
熊
野
大
社
、
い
わ
ゆ
る
元

宮
が
あ
り
、
改
め
て
こ
の
場
所
に
お

参
り
し
た
い
と
の
思
い
と
、
頂
上
か

ら
の
眺
め
を
見
た
い
と
思
い
登
り
ま

し
た
。
氏
子
会
の
関
係
で
、
元
宮
ま

で
は
登
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
頂
上
に
登
っ
た
こ
と
は
無
く
、

日
ご
ろ
八
雲
町
内
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、

松
江
市
内
か
ら
も
天
狗
山
が
見
え
る

こ
と
か
ら
、
木
々
の
葉
の
無
い
こ
の

時
期
で
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
が
一
望
で
き
る
か
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
頂
上
か
ら
は
、
日
吉
地
区
や
、

風
土
記
の
丘
周
辺
、
だ
ん
だ
ん
道
路

や
、
宍
道
湖
、
東
に
は
大
山
が
望
め
、

古
く
か
ら
こ
の
山
を
起
点
に
歴
史
的

な
繋
が
り
が
有
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
し
、
こ
れ
か
ら
調
べ
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
に
至
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
祝
年

祭
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

感
じ
、
そ
の
有
難
さ
を
改
め
て
胸
に

刻
ん
だ
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
地
域
の
歴
史
的
な
奥
深
さ
も
、

地
域
に
住
む
全
員
の
宝
で
あ
り
誇
り

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

先
も
、
こ
の
祝
年
祭
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年

祝

年

祭

令
和
二
年
祝
年
際
世
話
人
会
代
表　

山
根
紀
彦 
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役
員
、
総
代
、
氏
子
崇
敬
者
多
数
が

参
列
し
、
祈
年
祭
を
斎
行
し
た
。

　

修
祓
の
後
、
今
年
の
五
穀
豊
穣
、
諸

産
業
の
発
展
、
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の

繁
栄
、
国
民
の
幸
福
を
祈
っ
た
祝
詞
を

奏
上
し
、
参
列
者
の
玉
串
拝
礼
が
行
わ

れ
祭
典
を
終
了
し
た
。

　

営
農
家
の
皆
さ
ん
は
豊
作
を
願
い
、

大
神
さ
ま
の
ご
加
護
の
も
と
美
味
し
い

お
米
の
生
産
に
努
力
し
ま
す
と
真
剣
な

祈
り
を
捧
げ
た
。

　

役
員
、
氏
子
、
崇
敬
者
、
霊
友
会
の

皆
さ
ん
が
参
列
し
、
建
国
祭
を
斎
行
し

た
。

　

修
祓
の
後
、
国
歌
「
君
が
代
」
を
斉

唱
、
祝
詞
を
奏
上
の
後
、
国
の
誕
生
を

祝
し
「
紀
元
節
の
歌
」
を
奉
唱
し
た
。

そ
し
て
氏
子
会
長
を
は
じ
め
、
参
列
者

の
代
表
の
方
々
が
玉
串
を
捧
げ
て
拝
礼

し
、
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
繁
栄
、
国

民
の
幸
福
、
世
界
平
和
を
祈
り
万
歳
三

唱
を
し
て
祭
典
を
終
了
し
た
。

　

午
前
十
一
時
、
節
分
祭
祈
祷
世
話
人
、

氏
子
崇
敬
者
が
参
列
し
、
節
分
祭
厄
除

招
福
諸
願
成
就
祈
祷
祭
を
斎
行
し
た
。

　

午
後
二
時
、
多
く
の
カ
メ
ラ
に
囲
ま

れ
な
が
ら
舞
殿
よ
り
厄
除
招
福
を
祈
念

し
た
魔
除
け
の
矢
が
“
天
”
と
“
地
”

に
射
放
た
れ
た
の
を
合
図
に
福
男
・
年

男
の
皆
さ
ん
が
裃
姿
で
豆
撒
き
神
事
を

行
っ
た
。

　

今
回
は
映
画
の
ロ
ケ
地
に
上
の
宮
跡

が
使
わ
れ
た
関
係
で
御
縁
の
あ
っ
た
錦

織
良
成
映
画
監
督
に
も
福
男
と
し
て
奉

仕
い
た
だ
き
、
団
体
で
参
拝
さ
れ
た
人

達
や
個
人
で
参
拝
さ
れ
た
方
な
ど
約
千

人
が
舞
殿
を
取
り
囲
み
、
大
神
さ
ま
か

福
男
・
年
男
芳
名
（
順
不
同
）

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

七
、

八
、

九
、

十
、

島
根
県
知
事

松

江

市

長

映

画

監

督

島
根
県
松
江
地
区
建
設
業
協
会
会
長
・

カ
ナ
ツ
技
建
工
業
株
式
会
社
社
長

山
陰
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
社
長

松
江
市
議
会
議
員

熊
野
大
社
崇
敬
会
会
長

熊
野
大
社
氏
子
会
会
長

熊
野
大
社
還
暦
氏
子
代
表

熊
野
大
社
宮
司

　

以
上
の
方
々
に
豆
撒
き
神
事
を
ご
奉

仕
戴
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

丸
山
　
達
也
殿

松
浦
　
正
敬
殿

錦
織
　
良
成
殿

金
津
　
任
紀
殿

石
原
俊
太
郎
殿

石
倉
　
徳
章
殿

岡
崎
　
朝
臣
殿

石
倉
　
憲
昭
殿

石
倉
美
智
雄
殿

熊
野
　
高
裕

ら
福
運
を
戴
こ
う
と
一
斉
に
撒
か
れ
る

福
豆
餅
を
拾
い
あ
っ
た
。

二
月
三
日

二
月
十
一
日 

午
前
十
時

二
月
十
七
日 

午
前
十
時

節
分
祭―豆

撒
き
神
事
―

建
国
祭

祈
年
祭
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令
和
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
御
狩

感
謝
祭
が
島
根
県
猟
友
会
会
長
細
田
信

男
氏
を
は
じ
め
多
く
の
猟
友
会
会
員
の

参
列
の
も
と
に
斎
行
さ
れ
た
。

　

大
麻
で
参
列
者
を
祓
い
清
め
た
後
参

列
者
全
員
で
国
歌
「
君
が
代
」
を
斉
唱

し
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
た
後
、
参

列
さ
れ
た
方
々
が
大
前
に
玉
串
を
捧
げ

て
大
神
さ
ま
の
ご
守
護
に
よ
っ
て
令
和

に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
猟
期
も
無
事

に
終
了
し
た
こ
と
に
感
謝
を
表
し
、
鳥

獣
の
霊
を
慰
め
五
穀
の
豊
穣
を
も
祈
っ

た
。

　

暖
か
な
日
差
し
で
多
く
方
が
の
参
拝

さ
れ
、
カ
メ
ラ
を
構
え
る
中
、
熊
野
大

社
の
自
警
団
で
あ
る
「
天
狗
の
会
」
の

皆
さ
ん
が
恒
例
の
防
火
訓
練
を
行
っ
た
。

　

消
化
設
備
の
点
検
の
後
、
境
内
と
意

宇
川
に
お
い
て
ポ
ン
プ
の
操
作
手
順
の

確
認
と
機
械
操
作
の
確
認
を
兼
ね
た
放

水
訓
練
を
行
っ
た
。

　

本
年
も
地
元
の
消
防
団
で
あ
る
松
江

消
防
熊
野
分
団
熊
中
班
が
参
加
し
て
、

合
同
で
の
防
火
訓
練
と
な
っ
た
。

　

こ
の
訓
練
は
毎
年
、
文
化
財
防
火

デ
ー
に
近
い
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

今
上
天
皇
が
御
即
位
さ
れ
て
か
ら
初

め
て
と
な
る
天
長
祭
が
氏
子
崇
敬
者
の

皆
さ
ん
の
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

参
列
者
を
清
め
た
後
国
歌「
君
が
代
」

を
斉
唱
、
祝
詞
を
奏
上
し
参
列
さ
れ
た

方
々
が
玉
串
拝
礼
を
行
っ
て
今
年
六
十

歳
と
な
ら
れ
還
暦
と
い
う
人
生
の
節
目

を
迎
え
ら
れ
る
天
皇
陛
下
の
御
誕
生
の

日
を
祝
い
、
天
皇
陛
下
の
健
康
長
寿
を

願
う
と
と
も
に
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の

繁
栄
、
国
民
の
幸
福
、
世
界
の
平
和
を

祈
り
万
歳
三
唱
を
し
て
祭
典
を
終
了
し

た
。

四
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
三
日　

御
櫛
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　

二
十
九
日　

長
寿
祭

五
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　

二
十
四
日　

元
宮
祭

六
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　
　

三
十
日　

夏
越
祭
（
大
祓
）

七
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

八
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
八
日　

熊
野
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

九
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
九
月
の

お
ま
つ
り
の
日

春
の
お
お
み
ま
つ
り
で
す
。
午
前
十

時
よ
り
斎
行
。

茅
の
輪
神
事
と
も
申
し
、
茅
で
作
っ

た
大
き
な
輪
が
隨
神
門
に
立
ち
ま
す
。

こ
れ
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身

の
“
け
が
れ
”“
わ
ざ
わ
い
”
が
祓
い

除
か
れ
て
健
康
で
幸
福
な
日
々
を
お

く
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
お
誘
い
合

せ
の
上
ご
参
拝
下
さ
い
。

二
月
二
十
三
日 

午
前
十
時

三
月
二
十
九
日 

午
後
二
時

一
月
二
十
六
日 

午
後
二
時

御
狩
感
謝
祭

防
火
訓
練

天
長
祭
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耳
鳴
り
を
「
頭
鳴
り
」
と
正
し
く
言
わ
れ
て
も
や
っ
ぱ
り
こ
れ
は
耳
鳴
り
で
あ
る

生
ま
れ
し
地
を
美
し
き
と
思
ふ
面
映
ゆ
さ
春
の
水
照
り
を
浴
び
て
佇
む

桜
餅
あ
り
ま
す
と
旗
を
掲
げ
た
る
菓
子
屋
の
店
先
お
ん
ぼ
ら
と
し
て

父
を
覚
え
ぬ
弟
と
断
片
の
浮
か
ぶ
わ
れ
と
父
を
語
る
も
稀
に
老
い
た
り

日
帰
り
の
旅
行
の
ご
と
し
退
院
の
夫
と
並
び
て
食
べ
る
ラ
ー
メ
ン

春
め
け
る
光
の
中
の
主
な
き
庭
に
紅
梅
我
を
な
忘
れ
そ

こ
わ
ご
わ
と
歩
く
雪
道
街
の
角
出
前
の
自
転
車
横
ぎ
り
て
ゆ
く

米
子
市
　
青
山
　
侑
市

松
江
市
　
安
部
　
洋
子

安
来
市
　
岩
田
　
明
美

安
来
市
　
川
井
　
恭
子

松
江
市
　
酒
井
　
悦
子

松
江
市
　
日
野
　
和
久

松
江
市
　
福
島
　
伸
子

松
江
短
歌
の
会

献
　
　
　
詠

糸
原　

叶
望
さ
ん

藤
田　

羽
夏
さ
ん

安
達　

楓
梨
さ
ん

橘　
　

咲
穂
さ
ん

岩
田　

潤
奈
さ
ん

森
本　

凛
夏
さ
ん

桑
原
小
百
合
さ
ん

須
山　

優
花
さ
ん

安
達　

多
恵
さ
ん

恩
田　

璃
乃
さ
ん

近
藤
美
里
花
さ
ん

矢
壁　

舞
音
さ
ん

　

伶
人
、
舞
講
師
、
小
学
生
巫
女
、
中

学
生
巫
女
、
巫
女
父
兄
が
参
列
し
て
入

学
卒
業
、
進
級
が
あ
る
こ
の
時
期
、
毎

年
恒
例
の
巫
女
交
代
祭
を
斎
行
し
た
。

　

修
祓
、
祝
詞
奏
上
に
次
い
で
退
任
の

小
学
生
巫
女
の
桑
原
小
百
合
さ
ん
と
須

　

こ
の
祭
は
、
当
社
氏
子
会
の
事
業
と

し
て
氏
子
中
の
中
学
二
年
生
を
対
象
に

行
い
、
昔
の
元
服
の
年
齢
に
達
し
た
こ

と
を
祝
い
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
促

し
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
働
く
よ
う

に
し
っ
か
り
と
し
た
志
を
立
て
て
も
ら

う
趣
旨
で
行
っ
て
い
る
。

　

祭
典
後
、
境
内
に
て
立
志
記
念
植
樹

を
行
っ
た
。
今
年
は
該
当
者
が
全
員
不

参
加
の
た
め
記
念
旅
行
は
中
止
し
た
。

幣　

舞
小
学
四
年
生

　
　

〃　
　

小
学
五
年
生

　
　

〃　
　
　

小
学
六
年
生

　
　

〃　
　

浦
安
の
舞

中
学
一
年
生

　
　

〃　
　

中
学
二
年
生

　
　

〃　
　

中
学
三
年
生

　
　

〃　
　

山
優
花
さ
ん
は
「
幣
舞
」
を
、
中
学
生

巫
女
の
坂
本
小
春
さ
ん
と
白
鹿
め
い
か

さ
ん
は
「
浦
安
の
舞
」
を
立
派
に
舞
い

納
め
た
。
退
任
新
任
の
巫
女
、
舞
講
師

ら
が
玉
串
を
奉
奠
し
て
こ
の
一
年
間
無

事
に
巫
女
舞
が
出
来
た
こ
と
、
ま
た
今

年
も
元
気
に
巫
女
舞
が
奉
仕
で
き
ま
す

よ
う
に
と
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

退
任
巫
女
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
授

与
し
、
新
小
学
四
年
生
の
糸
原
叶
望
さ

ん
と
藤
田
羽
夏
さ
ん
に
新
任
巫
女
の
辞

令
を
授
与
し
、
祭
典
を
終
了
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
は
社
務
所
に
て
さ
さ
や

か
な
茶
話
会
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
思

い
出
や
今
後
の
目
標
を
話
し
た
り
と
終

始
和
や
か
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

四
月
よ
り
下
記
の
方
々
に
て
祭
典
時

の
巫
女
舞
を
奉
仕
し
て
戴
き
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

三
月
二
十
日 

午
前
十
時
三
十
分

三
月
二
十
日 

午
前
九
時

巫
女
交
代
祭

立
志
お
祝
い
のま

つ
り


